













といった公家、法親王、大僧都、 僧正などの僧、また 連歌師や 女性まで 幅広い人々で構成されている。本発表では、これらを踏まえた上で 大正本と天台宗との関係、また、公家を中心とした関係について考察した。
大正本の書写者の中には、 天台座主が三人も名を連ねている。梶井宮堯胤法親王 （天
台座主一六一世）青蓮院宮尊鎮 （同一六三世） 、 梶井宮應胤法親王（同一六五世）である。また、和歌所堯孝法印、堯孝門人堯恵、堯孝門人堯憲らも 天台の僧と推測される。さらには 實相院増運大僧正も、天台の僧と考えられ 。なお これらの人物以外にも、僧門関係者とみられ 書写者がいる。勧修寺宮常信法親王、相国寺聯輝軒就山、大慈院大 都らである。
大正本は、書写者の約四分の一を僧侶が占めており、さらに、そのうちの半数以上






















を担当していることから、 書写にあたっての責任者や発起人と考えられる。さらに、基綱が著した『禁中御八講記』 仏教教学振興 目的も考慮したおり、天台教学と大正本書写の関連を示唆する資料と思われる。詳細の内容については、精査 精読が未了であるの 、その他の 籍の性格、大正本 などの調査も含め、今後の課題とした。
このように、天台宗に関する書籍の数も、多くあ ことから、天台教学の知識と、





「公」 （院 ・ 天皇―公家 ・ 寺家） の形が、 大正本の書写者にと同じ構成であることを発表した。
また、親長家の歌合の月次会に注目し、それが、大正本の書写者との関連を考察し
た。勧修寺家や万里小路家、中御門宣胤、さらには、飯尾家、三善家らが歌合に参加しており、 これらの人々は、 大正本の書写者と符号することを指摘し、 歌合のメンバーが大正本の書写者の母体になった可能性があるということを示した。
以上のように、概説的にではあるが、大正本の書写者について、新たな見地から、



















れているものを参考にした。また、発表時には、書籍と著者（また 書写者）の一覧表をレジュメとして添付したが、紙幅の都合上割愛す 。（6）ただ、眞賢に関しては、その著書に自筆 序文があり、 『昭和現存
　
天台書籍綜
合目録』によると、 「寶永……」と始まることから、年代に矛盾が生じ、別人と思われる。（7）「和歌は〈公共圏〉を生み出す――室町期武家詠作から」 （ 『聖なる声――和歌ひそむ力』三弥井書店
　
平成二十三年五月）
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